
 

 

 

 

 

 

努力し続けることの大切さ 

                                                            校長 花房 秀史 

明けましておめでとうございます。 

保護者・地域の皆様は、穏やかに新しい年を迎えられたこ

ととお慶び申し上げます。 

新学期が始まり、子どもたちの元気な声が学校に戻っ

てきました。大きな事故もなく、無事に３学期を始められ

ることを本当にうれしく思います。私はここ数年、元日の

朝は秋ヶ瀬から日の出と富士山を見に行くようにしてい

ます。美しい日の出と富士山を見ると不思議に心も落ち着 

き、やる気が湧いてくるように感じます。２０２５年が明るい年になりますようにと願って

きました。 

さて、新しい年を迎えるにあたって、子どもたちには目標をもって努力し続けることの大

切さについて、マリナーズ等で大活躍し、素晴らしい記録を打ち立てているイチロー氏の言

葉を用いて話しました。イチロー選手は、準備を怠りません。２時間前には球場入りして、

マッサージを受け、ストレッチを行い、練習をします。毎日同じことを繰り返しながら、マ

ッサージを受ける回数を変えたり、バッティングフォームを変えたりします。この繰り返し

と工夫によって筋肉の状態を維持向上させ、２００４年には２６２本のメジャー年間最多安

打記録を達成し、その後、１０年連続２００安打も達成しました。また、1年目からゴールド

グラブ賞に１０年連続で選出されるなど、守備でも超一流の成績を残しました。そのイチロ

ー選手は「夢をつかむということは、一気にはできません。小さなことを積み重ねることで、

いつの日か、信じられないような力を出せるようになっています。」と語っています。子ど

もたちにもそれぞれの目標に向かって努力を続けることで夢を叶えてもらいたいと思います。

１月２１日のアメリカ野球殿堂入りが楽しみです。 

学校では３学期が始まりましたが、３学期は１年のまとめの時期となります。各学年で習

得すべき知識や技能は工夫しながら繰り返して取り組んで確実に身に付けること。よく聞い

て深く考え、創意工夫して自分の考えを効果的に表現すること。人との関わりを通して主体

的で、協働的に学ぶ力ややり抜く力を高めることが目標となります。５０日あまりの短い期

間ですが、子どもたちには、次の学年で理想とする自分の姿を目指して努力を積み重ねても

らいたいと思います。そのためにも全教職員が一丸となって一人ひとりに寄り添った指導・

支援をしてまいります。 

保護者、地域の皆様には、今年も本校の教育活動に御理解・御協力をいただけますよう、

重ねてお願いいたします。 
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